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COLEOPTERISTS' NEWS
台湾省農業試験所所蔵の「素木標本」について
ーコメツキダマシとクシヒゲダマシー
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図1_3 台湾省農業試験所所蔵のコメッキダマシ. -1 . Scyfhon coiora加s BOWoしLOiR ツマ グロ コ メ ッキ ダマ シ

o m aeojus s jgnse1es  BO、,voL'LoIR;3,  aahsfica  piciPeS  MOTSCHし'LSKYチヒコメツキタマシ・
1, wataru sし.zuKl: Notes on some sHIRAK1 specimens of the families Eucnemidae and Elate「idae (ColeOPte「a

preserved jn the Tai ,゙an Agricultural Reserch Institute, TaiChun9・
-  1  -



甲虫ニュース 第137 号 (2002 年 3 月)

MlwA(1931 ) が台湾産甲虫目録に用いた標本は, その他のコレクションと共に長い間台北の農業試験所に保
管されていたが, 管理上の問題からか, 外国人の研究者が調査することは容易ではなかった. 20年ほど前に農
業試験所が台中に移動するのに伴い,  これらのコレクションも台中の設備の整った施設に移され,  コレクショ
ン全体を見渡した調査が外国人でも可能になった.
農業試験所に現在保管されているこれらのコレクションは,  ドイツ箱大の古い標本箱に分類群ごとに整理さ
れているが, 再整理がされた一部のグループを除いて, 標本は戦前のままほとんど手がっけられない. 標本の
状態は現在でも悪くないが, 破損やカビなどで状態が劣惡なもの,  ラベルのみで既に消失したと思われるもの
も存在し, 一部は日本に持ち出されたものもある. また, 標本の中には付けられたラベルがMIwA(1931) の目
録に記されたデータと一致しないものもある.
筆者は台湾省農業試験所に保管されているコメッキムシの標本について調査をおこない, 「素木標本」に基づ
いて誤って台湾から記録された種にってほぼ明らかにすることができたが, 一部の種やその他の甲虫について
は, 手を触れることができないままにいた(SUZUKI, l999). 一昨年の春, 同試験所にレクトタイプのラベルを
付けに訪ねた際, 前から気になっていたクシヒゲダマシやコメツキダマシの標本の調査をおこなった. その結
果, 所蔵標本の中から 「素木標本」 と思われる7 種の標本を見いだすことができたので,  ここに若干の知見を
加え報告をしておきたい.
本文を草するにあたり,  台湾省農業試験所所蔵の標本を調査する機会を与えてくださった L. CHOU博士,
「素木標本」 についてご教示いただいた故黒澤良彦博士に厚くお礼申し上げる.

Family EUCNEMIDAE コメツキダマシ科
Macraulacinae FLEUTIAUx, l922
Macraulacini FLEUTIAUx, 1922

Sol' then cotoratus BoNvoULolR, l 872
ツマグロアカコメッキダマシ(Fig. l)

Scython co1oratus BoNvoULolR, l872,:493 [in key], 494-496, pi t4, figs 6-7 (Borneo, Singapour, Sarawak,
presaqu'lie des Malais). -FLEUTIAUx, l896: 588 (Borneo: Sarawak). - FLEuTIAUx, 1899: 569. - FLEuT-
lAUx, l899: 234 (Borneo). - FLEUTIAUx, 1921 b: 143 (Malaisie, Malacca). - ScHENKLING, 1928:50(Borneo,
Nias). -MlwA, 1931: 147 (Taiwan: Kotosho?). -MUoNA, l993: 59, pl 2. fig. l5, ♀(Borneo).
検視標本. lex., “Kotosho V”; “Scylhon co1oratus Bonv. 0 [red mark] Det. T. SHIRAKI”; “SHIRAKI specimen

Det. W. SUZUKI, 2000. 111. 22.”
分布.  マレ一半島,  シンガポール,  ポルネオ,  ニアス島.
本種はポルネオおよび隣接地で採集された個体に基づいて命名記載されたものである.  その後,  ニアス島か
らも記録されたが,  分布はいずれもボルネオ近隣地域に限られていた.  本種を台湾から初めて記録したのは,
M1wA(l931) である.  この台湾の記録は, 紅頭l興で採集されたとされる標本に基づいてると思われるが,  目録
の地名のあとに疑問符が付けられているところをみると, _輪博士は紅頭l興の分布に疑問を抱いていたよう
だ.
筆者は台湾農業試験所の調査でMlwA( l931 ) が台湾からの記録に用いたと思われる本種の標本 (図 l ) を1
個体見いだすことができた. 標本には「紅頭l興」を示すラベルと, 素木博士直筆の「同定ラベル」が付けられ,
後者にはそれが 「素木標本」 であることを示す赤い円印が記されていた.  この個体が実際にはどこで採集され
たものかは特定することができなかったが, MlwA (1931) による台湾の記録は, 「素木標本」 に基づいた誤りで
あることが明らかになったので,  ここで訂正しておきたい.

Dormaeolus semigriseus BoNvouLolR, l 871 (Fig 2)
Dormaeotus semtgrtseus BoNvoULolR, l871: 199 [in key], 238-239, pl ie, fig 7 (Singapour, Dorey, l'ill do

Myso1). - FLEUTIAux, l921 a: 106 (Inde-Malaisie). - FLEUTIAUx, l926: 42[in key], 43 (Philippines: ligan;
Kolambugan; Negros: Mt. Cuernos). - ScHENKLING, 1928: 31(Perak his Neuguinea). - MIwA, l 931: l47
(Taiwan: Kotosho?). - FLEUTIAUx, l 947: 47 (Tonkin: Tamdao).
検視標本.  lex., “Kotosho V”; Dromaeolus 0 [red mark] semigri'sous BoNv. Det. T. SHIRAKI”; ”SHIRAKI

specimen Dot. W. SUZUKI, 2000. 111. 22.”; l ex., Kotosho V”; Dromaeolus 0 [red mark]”semignseus BoNv.
Det. T. SHIRAKI”; “SHIRAKI specimen Det. W. SUZUKI, 2000. 111. 22.”
分布.  シンガポール,  ニューキ'ーア, Mysol 島 ( ミソール島?),  フィリピン,  ベトナム.
本種は,  シンガポール,  ニュー キ'ニア産の個体に基づいて記載されたもので, 現在では東南アジアに広く分
布することが知られている. 台湾のMlwA( l931 ) の記録は, 紅頭 の標本が基になっているが, 前種と同様に
目録の地名に疑問符がっけられているところをみると, 三輪博士は本種についても紅頭 の分布に疑問を抱い
ていたようだ.
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筆者は, MIwA(l931 ) が調査したと思われる2 個体の標本を台湾省農業試験所所蔵のコレクションの中から
見いだすことができた. 体長は6-9 mm, 背面は黒色で灰色の毛で被われ, BoNvouLolR(1871) が図示したも
のと一致した. この2 つの標本にもやはり赤の円印がっいた素木博士の同定ラベルと紅頭l興の5 月を示すラベ
ルが付けられており, いずれも台湾産のものではない「素木標本」 と判断された. 本種の分布域が広いことを
考えると台湾に分布している可能性がないとはいえないが,  ここではMIwA(1931) の記録は誤りであったこ
とをここで訂正しておきたい.
なお, 本種にはコウトウコメッキダマシという和名がMIwA(1931) によりっけられているが, 紅頭l更と関わ
りのないことが明らかになった現在,  この和名を残しておく意味はないと思われる.

Melasinae FLEMING. l 821 ミソ'ナシコメ ッキダマシ亜科
Dirhagini REITTER, 1911 フチトリコメッキダマシ族

Batistica picipes MoTscHULsKY, l 861
チビコメッキダマシ(Fig 3)

Balistica Picipes MoTscHULsKY, 1861: 22 (Ceylan). - BoNvoULolR, 1872: 511-512 (Ceylan). -FLEUTIAUx,
l899:235 (Ceylan). - FLEUTIAUx,1921 c: l77 (Ceylan, N. Caledonie, Philippines). - ScHENKLING, l928:56
(Ceylon, Neucaledonien, Phi lippinen). - MlwA, 1931: l 48 (Taiwan: Koshun).
検視標本. l ex., “Koshun Vm”; Batistica piciPes 0[red mark] MoTscH. Det. T. SHIRAKI”; “SHIRAKI

specimen Dot. W. SUZUKI, 2000. 111.22.”
分布.  スリランカ,  フィリピン,  ニューカレドニア.
本種はセイロン [スリランカ] で得られた標本に基づいてMoTscHuLsKY(1861) により命名記載された体長

3-4 mmの小型なコメツキダマシである. 台湾省農業試験所の調査で, M1wAl1931) が記録に用いたと思われ
る l 個体の標本 (“Koshun”産とされる) 標本を見いだすことができた. 標本に付けられた同定ラベルには, 素
木標本に見られる赤円の印が書き込まれ,  さらに別の小さなラベルには他の素木標本にみられる採集年のない
Koshun Vm” というデータが記されていることから,  この個体が 「素木標本」 の1 つであると判断された.
今後,  この標本と記録による混乱を避けるため,  ここにこのような標本が存在することを明記し, 本種の分
布域から台湾を除外したい.

Fami ly ELATERIDAE コメツキムシ科
Cebr ion inae LATREILLE, 1802 クシヒゲダマシ亜科

Cebriorhipis striatulus BOURGEOIS, l896
スジクシヒ ゲダマシ

Cebriorhipis stnatutus BOURGEOIS, l896: l l7 (Birmanie: Tharrawaddy). - DALLA ToRRE, l911: 13 (Birma).
- DALLA ToRRE, l912: l2 (Birma). - MlwA, 1931: l 49 (Taiwan: Reno).
検視標本, l ex., “Koshun Vm”; “CebnorhiPis? Dot. T. SHIRAKl”; “SHIRAKl specimen Det. W. SUZUKI,

2000. m 22.”
分布. ミ ャ ン マ ー.

台湾からは,  個体数不明のRenoの標本に基づいて記録されたが,  その後は全く記録がない.  筆者は2000
年3 月に台湾省農業試験所を訪ねた際,  Renoというラベルが付いた標本をそのコレクションの中から探し出
そうとしたが, 残念ながら発見することはできなかった. 代わりに発見できたのが上記の標本である. 標本に
付けられた素木博士の同定ラベルには,  「素木標本」 であることを示す赤丸の印は付いていなかったが,  他の
「素木標本」にも同様に付けられている採集年のない“Koshun Vm”というラベルが付けられていることから,
素木標本のひとつと推測された. Renoと記されたラベルが付いた標本が発見されないと, 確定はできないが,
これらの標本以外に本種が台湾から採集された例がないことを考えると, 本種が台湾に生息しているというの
は大変疑わしい. ここでは, 「素木標本」と思われるこのような標本が農業試験所に保管されていることを明ら
かにして,  この標本に基づいたA・後の混乱を避けたい.
本種を含むCebriorhipis属は東南アジアから10種ほどが知られているが,  いずれも記載以降ほとんど検討
がなされていない.  この仲間の雌は後翅が退化し, 雄とは形態がいちじるしく異なると推測されるが, 特殊な
生態をもつためかほとんど採集されることがない. 今後は,  このグループの分類学的な研究だけでなく , 種の
分布や生態も含めた調査が求められる.

A回の調査では, 上記の4 種の他に, 3 種の「素木標本」のコメツキダマシが見いだされた. 1 種は“Koshun
Vm”  というデータが付けられた Fornax seponendus BoNvouLo1R, 1871. 残りの2 種は, “A risan” や
Horisha”のラベルがっけられた1sorhipis 属のものであった. “Arisan”というデータの付いた種は, ホソナガ
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コメッキダマシ1. foυeata HlsAMATsu, “Horisha” というデータの付いた種は,  ナガコメッキダマシ1. bangh-
aast' (REITTER) と思われるものであったが, 素木博士の同定ラベルには, 共に実体のない学名が記されていた_
同定ラベルに記された赤0の印などから 「素木標本」の一部と思われるが, MIwA(1931) の目録には載せられ
ていないので,  ここではその存在だけを明らかにしておきたい.
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0神奈川県におけるッマグロツツカツコウムシの採
集記録
ツマグロツツカッコウムシ 「one s 加l ion HA-

ROLDは, 生時は鮮やかな黄色の体色が目立つ顕著
な種であるが, 神奈川県においてはこれまでに l 例
しか記録されていない (渡, 2000). 筆者は::浦半
島において以下のように採集しているのでここに記
録しておく.

lex., 神奈川県横須賀市長沢,  l.VII. 1997; lex.,
同前, 1. V I I i999; lex., 同前, l7. VIII. 1999;
2exs., 横須賀市武_島社,  4.VII 2001; lex., 横須
賀市砲台山 (武山丘陵), 24. Vm 2001. 全て筆者採
集・ 保管. 長沢のものは全て自宅室内で得られた.
武のものは昭和 l6 年に建立された神社社殿に飛来
した. 砲台山のものは夜間ライト ・ トラップに飛来
したものである. 以上の採集状況から, 何らかの家

屋害虫などに依存した生活史を持つであろうことは
想像できるが, 生態的な知見は得られていない. 筆
者は三浦半島に在住して20年になるが, 本種を自
然林でみた経験は皆無で, ム回砲台山で得られた個
体が初めてのものである.
報告にあたり, 神奈川県の記録状況についてご教
示くださり, 発表をおすすめ下さった小田原市の平
野幸彦氏および砲台山でのライト ・ トラップ採集に
同行させて頂いた東京農業大学昆虫資源研究室の新
津修平氏にお礼申し上げる.

引用文献

渡 弘, 2000.5- l4 コウチュウ目. 円海山域自然調査会,
円海山地域の民虫, 神奈川虫報 (円海山の l l虫特集
ii ), (130):115-266.

( 神奈川県横須賀市, 川島逸郎)
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力ミキリムシ科Pidonia属の生活史

窪 木 幹 夫

No. 137 (Mar 2002)

Pidoma ( ヒメハナ力 ミキリ) 属は, 多様な日本列島の森林環境に適応分化したハナカ ミキリ亜科の一群であ
る. 特に, 日本列島の中核をなす山地帯の落葉広葉樹林や亜高山帯の針葉樹林には, 多くの種が生活する. Pid-
()ma の幼虫の生活については,  松本市扉でのP himehana (P mutataとして発表された) の観察 (l-ll川,
1974), 木曽福島町産3 種Pidomaの観察 (河路, l982), Pidomaの羽化の記録 (武P,', 1988), 山梨県での数
種Pidomaの観察 (窪木, 1989) などの報告かある. 各種Pidomaが, それぞれの森林環境下で, どのような生
活史を組み立てているのか, 十分な研究は行われていない.
筆者は, 関東地方や中部地方に調査地を設定し, 不定期に幼虫調査を行ってきた. 調査にはドライバーやピ
ンセットを用いて樹度の一部を利がし, 幼虫の控実食の有無や食坑道の形状などを調べた. 幼虫では種名の決定
ができないので, 一部の幼虫を持ち帰り, 飼育し, 羽化させ, 種名を確定した. 気温は気象学的測定ではなく ,
林内の地上約30~100 cm, 周囲からの放射を遮らず, 5 ヶ所でデジタル温度計を用いて測定し, それらの平均
値を求めた. 地中温度は, 正午に直射日光の当たらない地点を選び, 地表面下 10 cmにセンサー棒を挿入し,
3 ヶ所で測定し, それらの平均値を求めた. 地表面下10 cmの深さの地温は, 地上約150 cmの高さの気温
(気象学的気温 ) に時間の遅れはあるが, 近似する場合が多い (西内・ 桑田, 1987). 地温の測定値は, Pidoma
の生活史を解析するのに重要である.  また, 理科年表 (気象の部) にある各地の月別平均気温を用いて, 気温
減率(0.6℃/100 m) を考慮して, 調査地点の各月の平均気温を計算した. この数値をもとに, 模食期のPidoma
幼虫が感受する積算温度を求めた.
この報文では, 山地帯の洛葉広葉樹林と亜高山帯の針葉樹林でのPidomaの生活を比較検討し, 1111]地域での

Pidomaの生活史を明らかにした.
観 察
1.  楠根山 (神奈川県箱根町), 標高 l,200m.  ブナ,  ヒメシャラ, ヤマポウシなどを含む洛葉広葉樹林. 幼
虫は直径3~11 cmのアブラチャンの立結れと倒木の樹皮下から発見された. 21 本を調査木とした. ただし,
2001 年の調査では,  これらとは別の3 本を用いた.

図1-6.  神奈川県補根山でのPidomaの生活の観察.  l . アブラチャンの樹度1、 で棋食中のPidoma幼11. ; 2. 腐械十_ 中
から発見されたPldoma -.3a動虫; 3. l、ll卵中のP yMa;  4. 月doma幼虫の食装 ( 蛻鼈・ ;  5.  アブラチャンの
制度トーの若齢幼史; 6. 確電械十.中から発見されたP. slmiuima成.l;l1.
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1g88 年 l l 月12 日, 晴. 正午の気温10.6℃. 地温4.8°C. 紅葉, 黄葉は終わり, ほとんど落葉していた. 林
内に陽射が入り 午後 l 時頃には気温が11.8℃になった. アブラチャンの立枯れの樹皮下に約25 頭のPid-
oma幼虫を確認した. 多くは授食中の終齢幼虫であった(図1). 3 頭の中齢幼虫は, すでにi;9食を停止し, 黄
白色になっていた. 確認した幼虫は, 樹皮下で生活する幼虫の一部である.

lg8g 年 4 月 22 日, 量. 正午の気温9.1℃. 地温7.6℃. 終齢幼虫を樹皮下から見つけることはできなかっ
た. 摂食中の2 頭の中齢幼虫が, 樹皮下から確認された. 約20頭の黄白色の老熟幼虫が, 立枯れ周辺の腐植土
中から見つかった(図2). 幼虫が見つかった部位の地温は6.9℃であった. 老熟幼虫を持ち帰り, 飼育したとこ
ろ, p. :mactdithorax, P. similtima, P tyra. P. puzi1oiが羽化した.

lg8g 年6 月21 日, 量. 正午の気温 l5.5℃. 地温11.8℃. 立枯れに産卵中のP tyraを確認(図3). ♀は樹
皮上を産卵管を延ばして歩き, 先端の尾状体で産卵部位を探りながら樹皮の隙間に産卵した. 産卵管を挿入し
てから, 産卵し, これを抜くまでの所要時間は平均 l 分5 秒. 産卵を終えた早は樹皮上を歩き, 次の産卵部位
を探していた.

1g8g 年7 月8 日, 墨のち雨. 正午の気温16.5°C. 地温13.1℃. 若齢幼虫が捨てた茶掲色の食英が倒木の樹
皮の表面に盛り上がっていた (図4). 樹皮内に摂食中の若齢幼虫を確認した (図5).

lg8g 年 l l 月25 日, 晴れ時々 最 正午の気温10.6℃. 地温4.7℃. 落葉は終了していた. 林内の乾燥が著し
い. 樹皮下に3 頭の摂食を停止した黄白色の中齢幼虫を確認した.  立枯れの根元付近の土中から約20頭の老
熟幼虫を確認した.

1gg0年5 月26 日, 量. 正午の気温 l l.2℃. 地温7.9℃. 立枯れ (直径8.5 cm, 高さ2.4 m) の根元付近の腐
植土中からP. simiM:maの成虫1 個体 (図6) と蛹4 個体を採集した.

2001 年5 月10日,  墨.  正'i'-の気温16.0℃.  地温9.7℃. 立結れの樹皮下に摂食中の中齢幼虫4 頭が見つ
かっ た.

2.  白駒池(長野県八千穂村), 標高2,140m. ダケカンバが混じる亜高山帯針葉樹林. 幼虫はトウヒ(2 本),
ダケカンバ (5 本) の立枯れの樹皮下から発見された.

1g8g 年7 月 2 日, 量. トウヒ (胸高直径60cm) の立枯れの樹皮下に摂食中の幼虫を確認した. また, コケ
類に覆われた根元の腐植土中に, 蛹を確認した. 蛹が見つかった部位の地温は7.5℃であった. 蛹を飼育したと
ころ, P bouυion とP. suzukiiが羽化した.
1g90年6 月3 日, 晴. 正午の気温8.9℃. 地温5.8℃. ダケカンバの立結れの根元付近の土中に12 頭の老熟
幼虫が見つかった. 一方, 地上部の樹皮下には摂食中の8 頭の中齢幼虫が見つかった. 老熟幼虫を持ち帰り,
飼育したところP tsukamotoiが羽化した.

l998年10月25 日, 晴. 正午の気温2.9℃. 地温3.4℃. 一部に積雪あり. ダケカンバの倒木 (直径35 cm)
の樹皮下に, 黄白色の大形の老熟幼虫と中齢幼虫が見つかった.

3.  八丁平 (山梨県須玉町), 標高2,025 m.  ダケカンバが混じる亜高山帯針葉樹林. 幼虫はダケカンバの立
枯れの樹皮下から発見された.

l988年6 月3 日, 晴. 地温5.0°C. ダケカンバの立枯れ付近の土中に老熟幼虫が見つかった. 一方, 地上部
の樹皮下には同じ形態の中齢幼虫が見つかった. 老熟幼虫を持ち帰り, 飼育したところ, P.onentatisが羽化し
た.

4. 富士山三合目 (山梨県鳴沢村), 標高1,700m. コメツガが優占し, これにナナカマド,  ダケカンバなど
が混じる亜高山帯針葉樹林.

2000年10月21 日, 晴. 正午の気温 l2.8℃. 地温7.9℃. 倒木 (樹種不明) の樹皮下に, 摂食を停止した終
齢幼虫 ( l l 頭) と1:9食中の中齢幼虫 (5 頭) を確認した.
考 察
昆虫は生育のために, その種に固有な一定の温度を感受しなければならない. 一日の平均気温から, 成育に
適さない温度 ( これを発育限界温度もしくは発育ゼロ点という) を引いた温度を毎日加算した数値を有効積算
温度 (単位は日度で表す) という. 昆虫の発育ゼロ点は種によって, 発育のステージによっても異なる.

pidoma幼虫は,  地温から推定して平均気温が5℃に近い温度でも1要食したり,  これを感受して蛹化するこ
とが判明した. 箱根山での秋の観察から, 平均気温が5℃近くでも, 日較差があり, 昼間は8~10℃になる. 特
に, 落葉すると林内への日射量が多くなり, 昼間の林内の気温が上昇するので, 地温4.8℃で多くの個体が模食
を続けていた. 白駒池での春の観察から, 林冠の広葉樹の葉が広がる前, 陽射しを受けて林内の地温が上昇し,
早い時期から摂食することが可能である.  たとえば,  地温5.8°Cで摂食している樹皮下の2 年目幼虫を確認し
た. その時, 正午の気温は8.9℃であった. 6 月, 地温5.0°Cや5.8℃で見つかった老熟幼虫は, 7.5℃では輔に
なっていた.  このことは,  この間の温度上昇を感受して, 幼虫は蛹化したことになる.

pidomaの生活を幼虫期に必要な温度から考えてみよう.  幼虫は5°C以上で成育すると仮定し,  幼虫の摂食
期間 (孵化後から終齢幼虫が摂食を停止するまで) の積算温度を求めた.  この数値は, 各地のPidomaがどの
ような生活史を組み立てているのかを概略教えてくれる. 冬になると休眠状態に入ってしまうPidoma 幼虫
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表 l .  数種Ptdoma幼虫の模食期の積算l屋度

No. l 37 (Mar 2002)

械算温度
調査地 標高 種名 解化

1年日 2 年目l'
幼虫期

趙ヶ岳 ( ﾐ島県 枝岐村)
白駒1也 (長野In八千穂村)
八丁平 (山 県 i i環町)
富士山 (山製県鳴沢付)

l (長野県松本市)
楠根山 (神奈川県箱根町)

1,800 m
2,140 m
2,025 m
l ,700 m
1,2 00 m
1.2 00 m
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8月上旬
8 月上句

8 月上旬
7月下句
7 月上旬
6 月下句

480口度
490目度
520目度
710目度

l,370日度
1,420日度

l,410日度
1,450日度
1,570日度
1,800日度

2年生
2 年生
2 年生

2 年生
l 年生

1 年生

幼虫の模食終了目はイ、明. 数値は感受できる最大口度を, f す

は, 代謝レベルを低下させ活動を停止してしまう.  このように, 幼虫期の温度要求は越冬前後で大きく変化す
るので, 幼虫の積算温度を摂食期に限定した.
箱根山のP. simiuima成虫は, 6 月上旬に出現し, 交尾, 産卵する. 多くの幼虫は6 月下旬に解化し, 成長
を開始する. 秋, 平均気温が5℃近くになるまで摂食し, 幼虫の積算温度は l,420日度に達する. 幼虫は樹皮下
を出て土中で越冬し, 翌年t英食せずに5 月下旬蛹化し, 6 月上旬成虫が羽化する. 箱根山のように, 幼虫が l 年
の摂食で翌年羽化する幼虫を l 年生と呼ぶ.
八丁平のP.onentalis成虫は, 7 月中旬に出現し, 交尾, 産卵する. 多くの幼虫は8 月上旬に解化し, 平均気
温が5℃近くになる9 月下旬まで模食する.  1 年目の積算温度は520日度で, 幼虫はこのまま越冬する. 2 年
目は気温が5℃を超える5 月に摂食を開始し, 9 月下旬まで摂食し続けるとすると, 積算温度は1,570目度に
達する. 幼虫は越冬し, 3 年目は摂食せず, 7 月中旬に成虫が出現する. 八丁平のように, 2 年にわたって模食
し, 解化の翌々 年羽化する幼虫を2 年生と呼ぶ. 2 年目幼虫の積算温度1,570日度は最大値で, 実際に幼虫は
この数値に達する前に;l要食を停止するかf9食量を低下させてしまうと推定される. 富士山三合目で1 年目幼虫
が模食しているのに,  2 年目幼虫がt英食を停止していたのは,  2 年目幼虫がすでに翌年成虫になる準備を整え
たためと思われる.
成虫や幼虫の観察から推定した各地のPidoma幼虫の摂食期の積算温度と生活状況を表1 にまとめた. 亜高
山帯では, 幼虫は1 年目の積算温度では終齢になれず, 2 年目も摂食し, 2 年1 化の生活史を組み立てている.
一方, 丘陵帯から山地帯では, 幼虫は1 年目で来年成虫になる積算温度に達してしまい, 翌年は摂食せず成虫
になる1 年 l 化の生活史を組み立てている. 成虫の活動期に, 立結れの樹皮下から摂食中の中形から大形幼虫
が発見されれば, その地域のPidomaは, 2 年 l 化の生活史を組み立てているといえる. 栃木県片品村管沼 (標
高1,730 m) や長野県安墨村徳本峠 (標高2, l20 m) でこのような例を観察をしている.
紀伊半島の弥山の標高 l,800 m付近の各月の平均気温を計算し, 成虫の活動期から推定した1 年目幼虫の
横算温度は710日度, 四国の石鎚山の標高1,800 m付近では850日度にすぎない. 箱根山の標高1,200 mの
横算温度1,420日度から推定して, 弥山や石鎚山の亜高山帯で, 中, 大形のPidomaは, 2 年1 化の生活史を組
み立てていると推定される. 弥山の標高 l,800 m付近にはシラべが優占し, 石鎚山の標高 l,800 m付近にはシ
コクシラべが優占する亜高山帯針葉樹林が発達している.
箱根山での l l 月の調査で, 樹皮下で摂食を停止した黄白色の中齢幼虫は, 翌年も幼虫で, さらにもう一度越
冬して蛹化すると考えられる. 成虫が出現する直前の5 月に見つかった摂食中の中齢幼虫は, この2 年目を迎
えた幼虫であろう. 箱根山の標高 l,200 m付近のPidoma幼虫は, 基本的に1 年1 化で, 一部, 成虫になるの
に二度冬を越す個体が含まれていた. 幼虫の発育のばらっきの原因は, 幼虫の模食部位の乾燥による発育不良
とか, 単純に の産卵時期が遅かったため, 幼虫ステージが翌年にずれこんだとも考えられる. P takechit の
同一難が生んだ卵を20℃の恒温下で飼育し, 孵化後50日目に幼虫を調べたところ, 成長に差のある大小の幼
虫がみつかった. この原因は不明である. ・ムー後の研究課題としたい.
巨視的に見れば, Pidomaは亜高山帯針葉樹林で2 年1 化, 山地帯落葉広集樹林で1 年 l 化の生活史を組み
立てている. 中部山岳地域の亜高山帯に生息するP. signata, P. suatkii, P tsukamotoiは, 2 年1 化の生活史
を組み立てているPidomaの代表であろう.  丘陵帯から亜高山帯まで広く生息するP gra11atnx, P aegrota
は, 丘陵帯から山地帯では1 年 l 化, 亜高山帯では2 年1 化のPidomaの代表であろう. 丘陵帯から山地帯に
生息するP. sigmfeMa, P. iyMa, P appronmafaは,  1 年 l 化のPzdomaの代表であろう. Pzdon の幼虫期間
は, 幼虫が 1 年目に感受できる積算温度により, 1 年生と 2 年生の幼虫がある. fif i者とも翌年成虫になれるま
でに成長すると幼虫はi要食を停止し, 低温 (冬) を経験し, 春の気温 (地温) の上昇によって蛹化, 羽化する.
成虫の出現のタイ ミングは, 春の気温 (地温 ) の上昇に支配されている.  この温度上昇に伴って, 成虫の出現
は南から北へ, 低所から高所に及ぶ.
成虫の活動, 特に♀の産卵や幼虫の解化や蛹化時期の調査をもとに, 模食中の幼虫が感受する積算温度を推
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定し, Pidoniaの生活史について考えた. 今後, 発育ゼロ点を調べ, 真の有効積算温度を明らかにする必要があ
る. 有効積算温度はそれぞれの種の現在や過去の分布域や将来の気候変動による分布域の変化を考えるうえで
重要ある. また, 今回明らかにした山地帯や亜高山帯での生活だけでなく, P amentataのように丘陵帯から山
地帯に生活し, 幼虫が長い生育可能な期間を持つPidomaが, どのような生活史を組み立てているのか, 明ら
かにする必要がある.
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0台湾産ヒメハナカミキリの分布記録
Pidoma (Ptdoma) iongipaipahs KUBoKI, l985
は, 台湾東部の花運縣秀林郷碧禄神木から採集され
た雄個体に基づいて記載された. その後, 基産地以
外の採集報告はないようである. 筆者は, 台東縣の
山地帯上部から本種を採集したので報告する.

l f , l ♀,  台東縣海端郷利松 (標高2,050m),
2. V 2000, 窪木幹夫採集, 保管.
南部横質公路東段沿いのクロボシイヌザクラ

Pnlmusphaeosticta (HANCE) MAXIM. の花上から採
集した.
本種は, 中央山脈の東側の山地帯上部に生息す
る. 一方, 近縁種のP atripennisは, 中央山脈の西
側の屏束縣泰武郷北大武山, 高雄縣桃源郷出 山と
溪南山, 嘉義縣竹崎郷i言起湖と梅山郷石夢谷, 南投
縣仁愛郷関刀山, さらに雪山山脈の台中縣和平郷鞍
馬山, 新竹縣五峰郷観霧, 桃園縣復興郷玉峰と拉拉
山, 台北縣三峡鎮北挿天山に分布する. P atnpen-
msは, 山地帯下部を中心に山地帯上部に生息する.
その垂直分布は広く , P. 1ongii)atpal isに比べて, よ
り低所まで分布する.

iongipaipahs とP atnpenmsのような近縁種
が, 台湾島を東西に分ける中央山脈の東側と西側に
異所的に分布する (図 l ). このような分布様式は,
Pidomaの種分化が,  台湾島の山地形成と関わりを
持っていることを示唆している.

(東京都世田谷区)

図1.  月doma iongpaipahs (■)  と P atnpemis
(●) の分布. 等高線は標高1,500mを示す.

参考文献

KUBoKl, M., l985. Notes on the genus Pidoma MULsANT
from Taiwan, V. Ent. Ret,. Japan, 40: 115- l20.

( 東京都世田谷区,  窪木幹夫)
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北海道におけるゲンゴロウ類の越冬

上 手 雄 貴

No. 137 (Mar 2002)

1. はじめに
ケ' ンゴロウ類は成虫期間が長く, 種によっては2 年以上生存するものも知られており,  これらの種では越冬
態として成虫と幼虫の両者が共存する. ゲンゴロウ類の越冬については, これまでに松本・ 磯崎 (1988), 森・
北山 (1993, 2002), 山崎 ( l993), HILsENHoFF (1986), NILSSON (1986), ScHAEFLEIN( l 981) などの報告例があ
る.  しかし, とくに冬場になると積雪が多く, 気温が一20°Cを下回る事も多い北海道においては, その越冬状
況はほとんど知られていない.
筆者は, 北海道東部において, 1999 年と 2000年の冬期に, 凍結した湖沼面下の水中で越冬するケ ンゴロウ
類の調査を行った. その結果,  15 極の成虫および 3 種の幼虫が得られたので報告する.

2.   材料および方法
(l )  調査方法
調査は, 凍結した湖沼面の積雪を除いた後, 氷が厚い場合はッルハシを用い, 薄い場合は足で踏みつけて

氷を砕いた. 氷を取り除いた後,  タモ綱および除雪スコップを改良して網戸用の網を張った用具を用いて水中
のゲンゴロウ類を捕独 した.

(2)  調査場所
調査は,  多くの湿地が見られる北海道網走支I r管内の7 カ所において行った. 調査地の平年の気温は, 2 月
で平均一10℃, 8 月は20℃前後である. 各調査地の環境は, 以下の通りである.
ア. 斜里郡小清水町浜小清水: 涛沸湖畔南東に位置し, 周辺は草地が広がる. 人工池であるが, 護岸は一切
されていない. 池の面積は約 700 m2, 中心部の水深は2 m近くに達するものの, ケ ンゴロウ類が採集される場
所の水深はせいぜい50 cm程度である. 調査は1999 年12 月12 日と, 2000年3 月22 日に行った.  いずれ
の調査時も氷の厚さは10 cm程度, 約 100 m2 をッルハシによりく りぬき調査した.
イ. 斜里郡小清水町止別 (ニクル沼) : ニクル沼遭跡跡地で湿地が広がるが, 夏以降は水路および幾つかの水
溜まりを残すのみとなる. 水路, 水溜まりの水深は浅く , 周辺は草地が広がる. 近隣で乳牛を飼育しており,
流されてきた英尿により著しく富栄養化が進み, 堆積物も多い. 2000年 l2 月 8 日に調査を行った. 氷の厚さ
は20cm程度, 約50 m2 をッルハシによりく りぬき調査した.
ウ. 斜里郡小清水町野川: 周辺がミズナラ, ヤナギなどの樹林に囲まれた暗い自然池である. 池自体は小さ
く 50 m2 ほどしかない.  水深は平均して50 cm程度であるが, 場所によっては l mを超えるかなり深い所も
ある. 調査は1999 年12 月12 日と 2000年3 月22 日および2000年4 月3 日に行った. l2 月と 3 月の調査
時における氷の厚さは10cm程度で, 約 10 m2 をッルハシによりく りぬき調査した. 4 月の調査時には氷の厚
さは5 cm程度で, 約10 m2 を踏みつけて調査した.
エ. 網走郡美幌町福住: コンクリートで固められた面横約9 haの農業用人工溜池である. 5~ 9 月の間, 周
辺の美幌川よりこの溜池に水がひかれ, 一旦温められた水が周辺の農家へ供給される. 秋には落水して水域は
狭くなる. 周辺は, 水田のほか所々 ハンノキやヤナキ'類等も生い茂る. 調査は1999 年 l 2 月 5 日に行った. 氷
の厚さは20 cm程度で, 池の中心部約10 m2 をッルハシによりくりぬき調査をした.
オ. 網走郡美幌町栄森 1 池: 栄森川支流の林道沿いには, 小規模ながら断続的な湿地が残されている. 調査
地点はその林道の奥に存在する自然池である. 池の面積は約100 m2, 水深は平均して40 cm程度である. 調
査は2000年4 月 8 日に行った. 氷の厚さは10cm程度で, 約 l o rn2 をッルハシによりく りぬき調査をした.
カ. 網走郡美幌町栄森2 池
栄森川支流の林道f合いには, 小規模ながら断続的な湿地が残されている. 調査地点はその林道の奥に存在す
る人工池である.  池の面積は約700 m2,  中心部の水深は1 m以上に達するものの,  岸辺付近はせいぜい50
cm程度である. 岸辺の護岸はされておらず, 自然に近い環境が残されている. 調査は2000年4 月 8 日と 4 月
15 日に行った. 4 月8 日の氷の厚さは10cm程度, 約50m2 をッルハシによりくりぬき調査した. 4 月15 日
は氷の厚さは5 cm程度で, 約 50 cmを踏みつけて調査した.
キ. 北見市北陽
水田地帯の一角に存在する浅く小規模な池である. 農業用水の通り道になっているため水が干上がることは
ない.水草が一面を覆う.調査は2000年4 月8 目に行った. 氷の厚さは5 cm程度で, 約50 m2 を踏みつけて
調査した.

(3)  幼虫の飼育同定
得られた幼虫は,  1 頭ごとに紙コップに移し,  10cmほどの水深にして水草を入れて飼育した. 餌は冷凍ア
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カムシを毎日与えた. 2~3 日餌を食べなくなったところで, 土壊を盛って一部に水を入れた10 cm X20 cm,
深さ 10cmのプラスチックケースに移して蛹化させた.

3.   結果
各調査地で採集されたケ ンゴロウ類の種を表 l に示す. 7 ヶ所の調査地点で, 合計 l6 種が採集された. この
うち成虫のみが得られた種が13 種,  成虫と幼虫の両者が捕獲されたのが2 種, 幼虫のみが獲られたのは1 種
であった.
今回採集された種のデータは以下の通りである.
1.  コツブケ ンゴロウNoterusjapomcus SHARP:2 頭, 斜里郡小清水町浜小清水, 12. XII.1999;1 頭, 同所,

22. 111.2000; 2 頭, 網走郡美幌町栄森,  15. IV 2000.
2.  ケシケ' ンゴロウHyphydrus japomcus SHARP: 1 頭, 北見市北陽, 8. IV 2000.
3.  ウスイロナガケシゲンゴロウHydroporusujimai NILSSON& NAKANE:3 頭, 斜里郡小清水町浜小清水,

l2. XIL l999; 8 頭, 同所, 22. 111.2000.
4.  キタマダラチビゲンゴロウHygrotus inaequalis hokkaidensis M. SAT0:4 頭{36 頭確認}, 斜里郡小清

水町浜小清水 l2. XII. l999;3 頭{34 頭確認}, 同所, 22. 111.2000;2 頭, 小清水町止別; 8. XII 2000;1 頭, 網
走郡美幌町栄森; 8. IV 2000; 3 頭, 同所,  15. IV 2000.

5.  モンキマメゲンゴロウPlatambus pictipennis (SHARP): 1 頭, 網走郡美幌町福住, 5. XII. l999.
6.  クロマメケ ンゴロウ Ptatambus nakanei (NILSSON): l 頭, 網走郡美幌町栄森, 8. IV 2000.
7.  マメケ ンゴロウ Agabus j,aponicus SHARP: 1 , 斜里郡小清水町浜小清水, 22. 111.2000; 2c,・ {9 頭確

認} 幼虫2 頭, 斜里郡小清水町野川, 3. IV 2000; lc,''' {7 頭確認}, 網走郡美幌町栄森, 8. IV 2000;1 ・  同所
l 5. IV 2000.

8.  クロズマメゲンゴロウAgabus conspicuus SHARP: lc,? { l3 頭確認}, 幼虫2 頭, 斜里郡小清水町野川,
3. IV 2000; 1 ♀, 網走郡美幌町福住, 5. XII. 1999; ld'' l , 網走郡美幌町栄森, 8. IV 2000.

9. マツモトマメケ ンゴロウAgabus matsumotoi M. SAT0 et Nl1LssoN: 3 頭, 斜里郡小清水町野川, 3. IV.
2000.
10.  キベリクロヒメケ' ンゴロウ nybius apicalis SHARP: 幼虫5 頭{多数確認}, 斜里郡小清水町浜小清水,

l2. XII. 1999; 2 頭l多数確認} , 同所, 22. m 2000.
11.  ヒメゲンゴロウ Rhantus su tural is (MAcLEAY): 3 {11 頭確認},  斜里郡小清水町浜小清水12. XII.

1999; l ♀{5 頭確認}, 同所, 22. 111.2000;1f3 早早, 斜里郡小清水町止別; 8. XII 2000;1 ♀, 斜里郡小清水町
野川, 3. IV 2000; 2 1  , 網走郡美幌町福住 , 5 .  XI I .1999 l ・  網走郡美幌町栄森 8.  I V2000 ;
1 ｽ,  同所,  15. I V2000

l 2. エソ ヒメゲンゴロウRhantusyessoensis SHARP:2 ♀♀, 斜里郡小清水町野川, 3. IV 2000;1 ♀, 網走郡
美幌町栄森, 8. IV 2000.

表1 .  各調査地において採集されたケ ンコ ロ ウ類の成虫および幼虫

種名
紹 部小清水町 綱走郡美 町 北見l fi

浜小清水 	 止別 野川 福住 	 栄森 l 池 	 業森2 池

1. コツプケ' ンゴロウ Mo te s Japom s

2. ケシケ ンゴロウ phyd s japom'cus
3. ウスイ ロナ カ ケシケ ンゴロウ ydnopo s的加al
4. キタマダラチビケ ンコ' ロウ ,・ ｦo加 s加 aeg“ ails  h aidensis
5. モ ンキマ メ ケ' ンコ' ロウ fatam加s icf ipem is
6. クロマメケ' ンコ'ロウ atamOus na Xane
7. マメケ' ンコ' ロウAga加sfapom s

8. クロズマメケ ンコ ロウA ga加s conspfcuMs
9. マツモ トマメケ' ンゴロウ Agabus matsumotoi

10. キペリ ク ロ ヒメケ' ンコロウ iyOtus apicahs
11. ヒメケ ンゴロウRhantus suturalis
12. エ、/ ヒメケ ンコ' ロウ han fus voss n s ls

13. エソ ヒラタヒメケ' ンコ'ロウCoiymOefes foiiz
l 4. メススジケ ンコ ロウ Ac ih gsfapom s

15. エソ' ケ ン コ ロウモ l- キ _yf is s m a na!is czers i i
l 6. ケンコ'ロウモト /)、' ttsc l e aMn'cus

(- )

( )
0

(-)

▲

(_)

l )

、、

0

()

(、)

( 、)

(-)▲
( )▲

)

0
0

(_)

( )

(_)

(.:、

( l
(、)
0

(_)
(、1

( )

( )

,
、

・

(-)

、: 成虫. ▲: 幼虫
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13.  ェソ ヒラタヒメゲンゴロウ Cotymbetes foul ZAITEv: l ?2 ♀,  斜里郡小清水町浜小清水,   l2. XII.
1ggg; 1(,''', 同所, 22. 111. 2000; 6 5♀ ,  小清水町止別, 8. XII 2000.

l4.  メススジケ' ンゴロウAciliusj、apomcus BRINcK:1 ♀, 斜里郡小清水町野川, 3. IV 2000;1 , 網走郡美

幌町栄森,  l 5. IV 2000.
l5.  ェソ'ゲンゴロウモドキDytiscus margmatis czerskii ZAITzEv: 1 ♀,  網走郡美幌町栄森,  8. IV 2000;

l ・  同所,  15.  I V2000
16.  ゲンゴロウモドキ Dytiscus dauncus GEBLER: 3 c,'''2♀♀,  斜里郡小清水町浜小清水,  12. XII. l999;

l , 同所, 22. 111.2000; lc,'''2♀♀,  小清水町止別, 8. XII 2000; lc,'''3♀ , 網走郡美幌町栄森, 8. IV 2000;
1 早, 同所,  15. IV 2000.

4.   考察
今回の調査で, 北海道東部の氷結した湖沼において, 多くの種が氷の下の水中で成虫越冬していることが確
認された. scHAEFLEIN(1981) は, Hygrotus属の中に陸上越冬する種があることを報告しているが, 今回の調
査では,  同じHygrotus属のキタマダラチビゲンゴロウ成虫が多数水中で採集され,  本種は主に水中で成虫越
冬をするものと考えられた.
小清水町の浜小清水や止別においては,  ヒメケ' ンゴロウ属は, 春から秋にかけては圧倒的にキタヒメケ ンゴ
ロゥの成虫が優先する.  ところが冬期にはヒメゲンゴロウ成虫だけが採集され, キタヒメゲンゴロウが全く得
られなかった.  このことから, 形態的にはヒメゲンゴロウに大変類似するキタヒメケ' ンゴロウが, 成虫の越冬
場所をヒメケ ンゴロゥと異にしている可能性も考えられ, 今後の詳しい調査が必要である.
松本・ 磯崎(1g88), および山崎(l993) は, Hydatictis属のホンシュウオオイチモンジシマゲンゴロウやコシ
マヶ' ンゴロゥの成虫が, 水面から上がって越冬することを報告している. 今回の調査では, 同属であるオオシ
マゲンゴロゥは冬期に水中から確認されなかった. 本種は, 小清水町浜小清水および小清水町止別では普通に
生息しているが, 観察では l l 月初頭にはすでに7K域では全く見られなくなった. また加藤敏行氏 (私信) によ

ると, 本種は女満別町網走湖畔および訓子府町目の出の土中より採集されている.  これらの点から, 本種の越
冬場所は主に陸上であろうと推察される.  しかし, 本属のウスイロシマケ ンゴロウは, 唯一主な越冬場所とし
て水中を選んでいる事が確認されており (森・ 北山, 1993), 大変興味深い.
キベリクロヒメケンゴロゥ(nybiusapicalis) は, 幼虫のみが多産した. 本種は, 春から秋の調査で多数の成
虫が見られているが 成虫でも越 しているかについては明らかにできなかった. 同属のクロヒメゲンゴロウ
は, 今回の調査で越冬を確認できflかったが, 加藤敏行氏(私信) によると, 本種成虫は, 表届が完全に凍結
した火山灰の崖で,  ゴミムシ類とともに表層が煎餅のように剥がれる所から発見されたとのことである.  また
堀繁久氏(私信) によると, 本種成虫は, 苫小牧市ウトナイ湖の湖岸の陸上部に設置したピットフォールトラッ
プの通年調査から,  10月および4,5 月にそれぞれ採集されたとのことである.  この事例だけでははっきりと
したことはいえないが, 越冬準備期および越冬からさめる時期にのみ採集されている点は大変興味深い・
HILsENHoFF(1g86) およびNILSSON(l986) は1tybius属の多くの種が, 秋に繁殖して春までを水中において幼
虫態で過ごすことを報告している.  このことからこの属の成虫が陸上で越冬している可能性もあり, 今後の詳
しい調査が必要である.
Agabus属のマメゲンゴロウとクロズマメゲンゴロウは, 幼虫での越冬を確認できたが, 個体数は少なく, む
しろ成虫が多く見られた. 幼虫で越冬するこれらの種が, 年に何化しているかは明らかでないが, 少なくとも
夏以降に産卵繁殖が行われることが明らかと恩われる.
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ScHAEFLEIN, H.,1981. Winter observation of Dytiscidae(Insecta, Coleoptera). Ent. Blett., 77:93-96.
(愛媛大学農学部昆虫学研究室)

0伊豆諾島八丈島における力タモンチビコメツキの
記録
力タモンチビコメッキZorochros (Pronegastnus)

humeratis (CANDtzE, 1873) は, ミズギワコメ ッキ
亜科に所属する体長 2 mm程の種である. これまで
に関東以西の本州, 四国, 九州に広く分布すること
が知られているが, 島l興における記録は少なく , 対
馬 (ssp tsushi:mensis KlsHll, 1976) と屋久島 (ssp
yakuensis KlsHIl, l976) があるにすぎない.  筆者
は,  これまで記録のなかった伊豆諸島八丈島で本種
を採集することができたので,  ここに初記録として
報告しておきたい.

8exs., 東京都八丈島町三根,  22. VIII 2000,  鈴
木 亙採集; 39 exs., 同地, 23. Vm 2000, 鈴木
亙採集.

A回, 本種が発見された八丈島は, 本州から 180
kmも離れたところに位置する小島である.  本種の
後翅はまったく消失して飛べないことや, 他の伊豆
諸島からの記録がないことを考えると, どのように
して違く離れた八丈島に分布を延ばすことができた
のか不思議である.  カミキリムシやタマムシの仲間
のように, 幼虫が枯れ木などの材部で育つ昆虫で
は, 南方地域から黒潮に流されて伊豆諸島へ分布を
広げることも可能であるが, 本種の場合, 成虫, 幼
虫ともに土壤との関係が深いと恩われ, 黒潮により
分布を伸ばしたとは考えにくい. 本種の生態が明ら
かでない現在,  自然に分布を広げた可能性をまった
く ﾛ、定することはできないが,  本土から �芸植物
八丈島へ移植された際, 土壊と一緒に持ち込まれて
定着した可能性が高いと思われる.
本種は草地の中で地面が能出したようなところに
普通に見られ, やや砂利混じりの乾燥した硬い地面
をとくに好むようである. 前胸側板前部に深い縦溝
をそなえ, 翅鞘肩角部に通常黄掲色紋をもっことで
他のミズキ'ワコメッキの仲間に比べ識別は容易とさ
れるが, 未記載と思われる近縁種も存在し, 注意が
必要である.  また, 本種のタイプ産地は 「日本」 と
いう情報だけで,  まだ詳細な産地が特定されていな
い. 今後はタイプ標本の調査と各地の標本を十分に
そろえたうえでの再検討が必要である.

参考文献

KIsHII, T, 1999. A check-list of the famil y Elater idae
from Japan (Coleoptera). Bu ll Heian Hi gh Schoot,
Kyoto. (42): 1-144.

(東京都世田谷区,  鈴木 亙 )

0ヒメセスジカクマグソコガネの屋久島からの記録
ヒメセスジカクマグソコガネRhyparus he1opho-

10ides FAIRMAIRE はトカラ列島から南はボルネオ
まで広く分布する種である. 最近, 九州本土 (大分
市) からも発見されたが, 屋久島からの記録はない
ようである. 筆者は, 次のように屋久島で灯火 (白
色蛍光灯15W x2, ブラックライト 15WXl, 捕虫
器用蛍光灯15W x1 ) へ飛来したものを採集してい
るので記録しておきたい.

l c,''', 鹿児島県熊毛郡屋久町麦生 ( トイモ岳山
種), 7. VI 2001; lc,;'' l 早, 鹿児島県熊毛郡屋久町平
野, 15. VI 2001;2 l  , 鹿児島県熊毛郡屋久
麦生 ( トイモ岳山麓), l6. VI 2001; 2 早, 鹿児島
県熊毛郡屋久町麦生 ( トイモ岳山麓), l8. VI.
2 0 01_

引用文献

西 真弘, 2001. 月刊むし, (359):42.
高橋寿郎, 1997.  きべりはむし, 25(3): 41.

( 鹿児島県屋久島, 久保田義則)

0ツマグロアメイロカミキリを屋久島で採集
ツマグロアメイロカミキリPseudiphra apical is

(ScHwARzER) は, 伊豆諸島の=宅島と御蔵島, 沖縄
本島, 台湾, ルソン,  ミンダナオに分布するとされ
ているが, 屋久島での記録はないようである. 筆者
は, 屋久島南東部の伐採地 (標高300m) で補の結
木を這っていたものを採集したので記録しておきた
い

,

・ :.-'
1 ・  鹿児島県熊毛郡屋久町麦生(  トイモ岳山
越), 19. VI 2000, 久保田義則採集.

参考文献

章.間l要 - ・ 高桑正敏, 1984. 口本産力ミキリ大図鑑.
(鹿児島県屋久島, 久保田義則)
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オガサワラクシヒゲコメツキの幼虫の形態

大平仁夫・ 栗原桂一

No. 137 (Mar 2002)

Notes on the morphological structure of the larva of
Tetngas smi (Coleopter2: Elateridae)

Hitoo OHIRA and Keiichi KURIHARA

Abstract:  The larva of Tetnguskusuu was found(10-III-2001 ) in decayed tree of Distylum tePidOtum
from Chichi-jima Is. in the Benin Islands.
Bodylength about35 mm, greatest breadth about6 mm on4th and5th abdominal Se9mentS. A ful ly

distended larva measured up to 40 mm. Body robust, dorsum more convex than Vente「, each Se9ment
clearly wjder than long, pale yellow except for head, mediotergites of Prothorax, a Pa「t of meSo- and

metathorax and prongs of 9th abdominal segment which are blackish brown. Some P「inCiPa1 St「uCtu「e
of this larva are i llustrated in Fig. 1 A-F.

ォガサワラクシヒゲコメッキ'I、etriguskusutiの幼虫については, 大平・ 栗原(2002) が小笠原諸島の父島か
ら栗原 隆氏が採取したシマイスノキの枯木から成虫が羽脱し, 同様に老熟幼虫も得られたことを報告した
が,  この幼虫の形態について調査したので, その概要をここに報告する.

Tetngus属の幼虫の形態
Tetngus属はサビキコリ亜科(Agrypninae) のクシヒケ'コメッキ族(Hemirhipini) に位置していて, STIBICK

(1g7g) の研究ではこの族は世界に18 属60種あまり分布しているとしている. Tetrl9us属の種は主として東
南アジア地域に10種あまり分布していて,  日本からは4 種が記録されている.  この中で幼虫が判明してい
るのは,  大平(1g62) によるオオクシヒケ'コメッキT toωIslと大平・ 深石(l989) によるヒメクシヒゲコメツ
キ T. okinaωe;nsisの2 種である.
本属の幼虫の一般外形はゥバタマコメッキ類に類似しているが, 胸部の第II, III節と日更部の第1-8 節の各背
板上には不規則に短毛を分布し(Fig. l C), 各背板は硬質化していない. また, 第9 腹節の末端部のu「o9omP-
busは短小で, 外分枝(opr) や内分枝(ipr) は共に短い角状の突起である(Fig.1B↑). 第10 H更節の両側にはゥ
バタマコメッキ類やサビコメッキ類に見られる角状の尾突起(anal armature) を有しない.
幼虫は朽木の材の内方部に入り, そこに生息するカミキリムシやゾウムシなどの幼虫や蛹を捕食する. 同様
に朽木に入るゥバタマコメッキ類やサビコメッキ類は, 主として朽木の樹皮下に入って同様に捕食性である
が, 両者は朽木の内方部と樹皮下という生息場所の接み分けをしていているように思われる・
形態の概要

老熟した幼虫は体長35 mm内外で,  十分伸長した長さは40 mmに達する.  体幅は6 mmほどでやや扁平
状, 理更部の第4-5 節あたりでやや幅広くなる(Fig. lA). 体は淡黄白色で, 頭部と前胸背板, 中胸背板の前半部
と後胸背板の前側部, 腹節背板の短毛, それに第9 腹節の突起などは暗褐色~黒褐色である・
頭部は扁平状で長さより幅広く, 鼻状突起(n) は3 歯状である. 鼻状葉片(paranasa11obe) は顕著に前方に
膜状に進展する. 触角の第l 節は円筒形状で, 中央部に多数の剛毛を不規則に生じ, 第2 節は第_1 節の約l/2
の幅で, 同じく剛毛を不規則に生ずる(Fig. lD). 第3 節は短小で円筒形状, 第2 節の約 l/3 の幅で, 末端には
少数の長短の感覚毛を生ずる(Fig. lE). 口器の下後基節(prut=postmentum) は三角形状で, 基部に漸次細
まる また, 媒こう節(stp=maxillary stipes) は矩形状で, 小顎ひげ(pip=maxillary palpus) はよく発達し,
末端には多数の感覚小突起物を生ずる(Fig. l F).
胸部の第2,3 節(Flg. l c-II m) と腹部(Fig. l C-l23) の各節背板上には不規則に分布する多数の短毛を生
じ, 短毛は後方節に行くにしたがって数が少なくなり, 第8 腹節背板では数えるほどしか生じない-
第g 腹節は幅よりやや長く, 背面は弱く膨隆し, 側面との会合線は生じない. また, 背板の後半部には30個
内外の硬質化した突起状物を生じ,  突起は後方のものほど大きくなる(Fig. IB).  第9 腹節末端のU「o9omP-
busは短小で, 外分枝(opr) や内分枝(ipr) はともに同形の短い角状の突起である(Fi9・IB↑). 第10腹節の両
側には尾実起(ar=anal armature) を欠く.
本種の一般外形は, 日本に広く分布するオオクシヒゲコメッキT. IeωIslに類似するが, オガサワハラクシヒ
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Fig. A- F. A mature far、-a of T kus ii ( オカサワラクシヒケ コメ ッキ ).
A, whole far、・a, dorsal aspect, length about 35mm; B, 9th abdominal segment, dorso-lateral aspect; C.
meso- and metathorax (II I ll ) and 1st to 3rd (1-3) abdomiona1 segments, dorso-1ateral aspect; D, ri9ht
antenna, dorsal aspect; E, apical segment of right antenna, dorsal aspect (enlarged1; F, mouth Parts.
ventral aspec t (stip= maxil lary stipes, prut = postmentum. pip =maxillary palpus1.
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ゲコメッキでは, 頭部の鼻状葉片(paranasa1 lobe) はきわめてよく発達していて, 前方に顕著に進展するし,
第9 腹節背板上の硬質化した小突起物は30個内外でより少ないこと,  第9 腹節の尾節凹陥がより小形で浅い
ことなどによって識別できる.
調査標本: 小笠原諸島 (父島), 10. m 2001, 栗原 隆採集 (シマイスの朽木). これを東京都多摩市で栗原
桂一が飼育, 20. vIl 2001 ころに l 雄成虫が羽脱した. また, その朽ち木中にいた老熟幼虫を岡崎市で大平が

飼育し, 10. vm 2001 に蛹化のきざしが見られたので固定した.
引用文献

sTIB1cK. J. N. 1 1g7g classification of the Elateridae(Coleoptera). Relantionships and classification of the Subfamilies
and tr ibes. Paci f. ins.. 20 (2-3): l45-186.

大平仁夫,  1962.  日本産コメッキムシ科の幼虫の形態学的ならびに分類学的研究: 1-178,9Pls.  (岡崎: 自刊)
大平仁夫,  1989.  オオクシヒケ'コメッキの幼虫. 甲虫ニュース, (87/881: 3.
大平仁夫・ 来原性一, 2002.  オガサワラクシヒゲコメッキの幼虫.  月刊むし, (371):47.

(大平: 愛知県岡崎市) (栗原: 東京都多摩市)

0オオメ ヒメハナノ ミの食性及び産卵行動について
筆者らのうち豊田は, 夜間に多孔菌類のキノコに
集まるヒメハナノミの種としてGtipostena Pelecot-
Omoidea (PIc) オオメヒメハナノミを記録したが
(豊田, l997), その後さらに多くの個体を観察する
機会を得たので, その際に確認された生態的な知見
について報告する.
オオメヒメハナノミが観察されたのは, 前回報告
したキノコと同じ種類のものが密生するクヌギの切
り株の周辺である. 埼玉県 山町においては夜間,
切り株に多数の成虫が飛来しているのが観察され,
そのうちのいくっかにっいてはキノコの表面を食べ
ていた. 本種の食性については, 小顎髭がキノコ ・
菌食の甲虫一般に良く見られる斧型をしていること
からおおよそ見当はっいていたが, 今回の観察で本
種がキノコ食であることが明らかになった.  また,
キノコが全くない箇所にもじっとして動かない個体
が見られ, 良く見てみたところこれらは産卵してい
る雌個体であった. 産卵箇所は, 樹皮が剥がれて木
の;t+-がむき出しの場所と樹皮が残っている部分との

図 l - 2. クヌキ'切り株に産卵するオオメヒメハナノ
ミのメ ス (;ki ll県嵐山町にて,  1998 年6 月
l 6 日, 豊田搬影)

- 15

隙間であり (図 l,2) , ここに腹部末端を差し込むよ
うにして産卵していた. ちなみにこの切り株に飛来
した個体を数回に分けて採集してみたところ, 雄個
体は含まれておらず全て雌個体であった. 全部の個
体を採集したわけではないので, 飛来したもののな
かに雄個体がいたかどうかは不明であるが,  とても
興味深い現象であった.  この切り株が産卵場所に適
していたために多くの雌個体が集まってきていたこ
とは間違いないだろう.
神奈川県厚木市の東京農業大学厚木キャンパス内
では,  ライトトラップを行っていたところ, 近くの
建物の壁に付いていたメス個体が採集された. すぐ
脇にはやはり同様のキノコが発生するクヌギの切り
株があり, ;9;Lらくこれに飛来したものと思われる.
その後の幼虫等の観察については残念ながら実施
出来なかったが, 今後同様の状況を見つけることで
あるいは可能かと思われる. 参考までに, 以下に採
集個体のデータを示す.

1 1 ♀, 14.VI.1998; 5早♀, l6.VI.1998; 10早♀,
20. v I. 1998,  全て埼玉県 山町管谷館跡,  豊田採
集, 苅部幸世及び筆者ら保管; 1 早, 30. VI 2000,
神奈川県厚木市船子の東京農業大学厚木キャンパス
内, 水澤孝採集, 観保管.
末筆ながら,  ヒメハナノミ類の生態等いろいろと
御教示頂いた神奈川県小田原市の苅部幸世氏に, ま
た貴重な標本を恵与頂いた東京農業大学の水澤孝氏
ならびに発表を蘭められた神奈川県立生命の星・ 地
球博物館の高桑正敏博士に厚く御礼申し上げる.

参考文献

豊田浩二, 1997. 夜間キノコに来るオオメヒメハナノミ.
甲虫ニュース, ( l20): 12.

(埼玉県嵐山町, 豊田浩二)
(東京農業大学昆虫資源学研究室, 智之)
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0宮崎県におけるコガネムシ3 種の記録
筆者は宮崎県西諸県郡高原町及び野尻町において
宮崎県下で記録力、少ないと思オ)れるコガネムシ類3
種を採集しているので報告する.
1. ヒケ'ナカクロコ ガネ ex at ae m us PMotensis
FAIRMAIRE l 891 (写真 l )

5 2 ♀♀,  宮崎県西諸県郡高原町皇子原,  l5.
VI.1996, 筆者採集.
宮崎県では白岩山, 尾前, 葉から記録されてい
る種で, 九州の山地帯に広く分布している力', いず
れの地でも局所的で個体数は少ない. 今回採集した
個体は夜間水銀灯に飛来していたものである. 採集
地点の標高は350 m, 周辺はスダジイ, アカガシ,
タブノキ等の照葉樹林である. 本種は九州中部~」ヒ
部の標高500~1 ,000 mの温帯林に生息する種であ
り, IL州南部における低標高地帯での記録は少ない
ものと思われる.
2. コクロコガネ oioin'c加'a picea W ATERHOUSE

1875 (写真2)
1(,フ' l ♀, 宮崎県西諸県郡野尻町岩瀬ダム12. VI.

1999, 筆者採集.
「宮崎県の生物( l992)」 では宮崎県からの記録は
見当たらない. ム・回採集した個体は岩瀬ダム付近の
草地でイネ科のチガヤの葉上に静止していたもので
ある.
3. ト ラハナムグリ 「nob加s faPomcus JANsoN
1885 (写真 3)

2 , 宮崎県西諸県郡野尻町岩瀬ダム l2. VI.
1999, 筆者採集.
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宮崎県からは霧島山系の大幡山から記録されてい
る. 今回採集した個体は岩瀬ダム付近のダム公園の
草地でノアザミの花に 来したものである. 本種は
良く目立つ種である力', 九州での記録はいずれの地
方でも少なく, 平地~低山地に局所的分布をしてい
るものと思われる.

参考文献

8

小林格和, 1985. コガネムシ科 ( コフキコガネ解:i). 原色
l l 本甲!1.図鑑1111 pp 381-385 保育社, 大販.

'll '事良彦, 1985. コガネムシ科 (ハナムグリ亜科). 原色口
本Ill虫図鑑(Il) pp 409 保合社, 大阪.

永jl-あっし, 本野田設,  1992. 宮崎のi i虫, 宮崎Inの生物
pp 256-258 宮崎?,i高'f学校教育研究会理科・ 生物部
会, 宮崎.

J、林i谷和,  l989.  コガネムシ科.  l l本l f総目録 pp 308-
314 jL州大学it:_t 'Ir教室, 岡.

( 福岡県福岡市, 足立一夫)

やんばるの森の幻の ヒゲナガゾウムシ

「大丈夫ですよ ! ハブなんてめったに見ることないですよ. 」 やんばるでの採集案内人を賞って出たもの
の, いったい何が採れるやら…. 西銘岳への登山道を知ったかぶりでどんどん入っていった. 以前ヒメハブを
危うく踏みっけそうになったことなどなかったかのように軽い足取りで奥へ奥へと…. 「今日みたいに署い日
はハブは寝てますから. 」とうそぶき, 我ながらいい加減なことを言っているなと思いつつ, 枯れ枝をビー ティ
ングしながら進む.  ところが, 倒れかけた枯れ木をく ぐろうとした瞬間 「あ一っ ! 」 と言ったまま立ちすくん
でしまった. 同行者はさぞ驚いたことであろう.  いやそれ以上にこちらが驚いて動けない. 何と,  目の前に幻
のヒゲナガソ'ウムシであるゴマダラオオヒケ'ナガソウムシがペアでじっと結れ木に静止している ! ちょうど

我々 の目の高さの位置に.  メスは前足をふんばって体を立てて, おしりを幹に押し当てている. その周りには
木屑が. 産卵中である. 向かい合っているオスは触角をピンとメスに伸ばして, 雌雄は互いに見つめている.
'写真を撮らないと ! ” カメ ラは車に残してきていた. 同行者に荷物を預け, A・来た道を急いで車まで引き返
す. ハブを踏んでも分からないほど夢中で山道を駆けた. やがて薄暗い森の中にストロボを光らせる. 徐々 に
距離を詰めてシャッターをきる. でもゴマダラオオヒゲナガソウムシは徴動だにしない. 圧倒される存在感が
ある. 白と黒のシンプルな色彩は気品を感じる.  まだ図鑑に載っていないけれど,  こんなに大きく美しいヒゲ
ナガゾウムシが日本にはいるのだ. 採集案内などどこかに吹き飛んでひたすらシャッターを押した.
出来上がった写真の中に一枚だけ満足のいくショットがあった. ある書籍で取り上げられたが, ム・回ふたた
び多くの方々 に見ていただけることとなった.  撮影から l5 年経ったけれど,  あのときの感動が皆さんに少し
でも伝わるであろうか.
やんばるの森では, Aでも密かにゴマダラオオヒケ'ナガソウムシの雌雄が見つめあいながら産卵しているの
であろう. その姿がいっまでも続くことを願ってやまない.

- 16 -
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甲虫ニュース

0ホソヒメマキムシを神奈川県厚木市で採集
ヒメマキムシ類は野外において乾草や枯枝, 樹皮
下などをはじめとした様々 な環境に生息してい
るが, 屋内害虫として名前をあげられるものも多数
存在する. そのうちの一種, ホソヒメマキムシ
Dienerua filum AOBEは久松(1985) によれば,  目
本の本州とヨーロッパ及び南北アメリカに分布し,
田中(1983) によれば, 「主に家屋や倉庫内で見ら
れ,  カビや菌糸を食する」 ことが知られている. 筆
者らはこれまで神奈川県下より記録のなかった本種
について, 以下の通り多数採集しているので報告す
る.

.

、

/
1

・

図1.  神奈川県産ホソヒメマキムシ

(Scale: 1.00 mm)

56exs., 神奈川県厚木市船子 ( 東京農業大学研究
楝内), 11.11.2002, 小野広樹採集, 岸本年郎同定.
採集個体はすべて同大学の昆虫資源学研究室内に
て i、'i られているが, どこから侵入したものか, 詳細
は不明である.
末筆ながら, 標本を同定してくださり, 文献の入
手に使宣を図ってくださった東京農業大学昆虫資源
学研究室の岸本年郎博士, 本種に関する情報を御教
示くださった神奈川県小田原市の平野幸彦氏に厚く
御礼申し上げる.

参考文献

久松定成, 1985. 原色H本甲 図鑑(III). ヒメマキムシ科:
274 - 276. Pl 4 5. figs 24 - 38. 保育社.

m中和 , 1983. 静岡In、のヒメマキムシ科 (合日本産全種
の検索表). 静岡の中虫, 静岡甲 談語会, 2(1): 1-
11 十1 pl.

(東京農業大学, 小野広樹; 同, 新井志保)

0石川県産アリ ヅカムシ類3 種の分布記録
これまで石川県から記録がないと思われるァリッ
カムシ類3 種を採集したので報告しておく. 3 種と
も採集方法はッルグレン装置を使った.

1) ハケスネァ リッ カムシ Bat ri scenau lax mod-
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estus (SHARP) は(NoMURA, 2001) によって分類学
的整理がなされている. その結果従来広く知られて
いたB furuhatai (KuBoTA) が本種のシノニムとさ
れた. 本種は関東から四国, ナL州地方にかけて広く
分布している. 既産地は佐賀県, 新潟県, 愛知県,
神奈川県, 愛媛県, 長崎県, 静岡県, 福井県である.

8c,''',  石川県白◆It村六万山標高 1,100 m, l 0. XI.
1994, 筆者採集. 筆者保管.
採集地点は加賀白山山系のブナ帯であり, 林床の
リ ターから採集した.

2) ヒメ ダイ コ クアリ ッ' カムシ Rybaxis m-
fuscata RAFFRAYは北海道, 群馬県尾瀬などで採集
されており, 湿地に生息するもののようである (野
村, 私信). 個体数は少ないものと思われる.

l f , 石川県加賀市中島町御橋川, 8.IX 2001, 筆
者採集. 野村保管.
採集地点は加賀市片山津温泉近く の河川中流域で
あり,  ススキ, アジ類の植生下から採集した.

3)  Tyrus japomcus SHARPは福島県, 茨城県,
神奈川県, 愛知県, 広島県, 愛媛県, 佐賀県, 熊本
県, 長崎県から採集されている.

1(,?, 石川県河北郡津幡町甲 崎山, 5. IX. l995,
筆者採集. 筆者保管.
採集地点は金沢市街地から約30 kmほど離れた
郊外で, 竹林とコナラやクヌギ等を植生とする二次
林内の樹種不明の倒木樹皮下から採集した.
常日l動・ らご指導を賜り, 本種の同定をしていた
だき, 貴重な情報を恵与された国立科学博物館の野
村周平博士に謝意を表する.

参考文献

JEA、'N'EL, R., 1958. Revision dos pselaphides du JaPOn.
Mom. Mus. Hist nat.. Pans. (A), 18: l - l38.

NoMURA, S., 2001. Taxonomical review and a l ist o f

the pselaphine species(Staphyl inidae, Pselaphinae)
known from Japan. Etytra, Tokyo 29( l): l41-161.

( 石川県金沢市,  中田勝之)

0クロホシクチキムシの南八幡平および朝日連峰に
おける記録
ク ロホシクチキムシ Pseudocistela haagi HAR-

OLDは, 本州, 四国, 九州の各地から記録されてい
るが, 全国的にも採集例が少ないとされるクチキム
シで, 東北地方においては青森県深浦町追良瀬川,
同青森市酸ヶ湯, 岩手県川井村平津戸葛部沢から各
1 頭が記録されているのみである (尾崎, 2001).
筆者は本種を, 従来記録がなかったと思われる山
形県の朝日連峰と, 岩手県下ではあるが奥羽山脈側
に位置する南八幡平で採集しているので記録してお
きたい.

l ｽ  ,  山形県西川町日暮沢小屋 ~清太岩山 (947  
標高点付近), 26.VII i981, 芳賀 馨採集, 保管.
採集地点は, 朝日連峰の主稜線上の峰の一つ竜門
山から北東に伸びる枝尾根の下端部で, 環境はブナ
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・

●
の自然林であるが, 川 (寒河江川支川根子川) の対
岸は広大な範囲にわたり皆伐され, 陽当りの良い場
所だった. 上記の個体は天然生と恩われる胸高直径
約40 cmのカラマツ生木の根元付近の樹皮上に止
まっていたが, 偶然止まっていただけかもしれな
い.

1 , 岩手県松尾付一 ッ石山頂上 ( l,466 m),
24.VII i979, 芳賀 馨採集・ 保管. (写真)
採集地点は秋田県との県境上に位置する奥羽山脈
主稜線上のIll,の一つで, 岩手山に到る枝尾根との分
岐点である. 環境はハイマツ林で, 上記の個体は頂
上にある設客岩の表面に止まっていた. 上昇気流に
よって吹き上げられたものと思われる.
尾崎(2001) は, 彼の記録した青森, 岩手県産の3
個体の全てが前胸背が黒色の個体であることを指摘
し,  これが東北地方産の本種に共通する特徴である
ことを示唆している.  この見解の妥当性の検証には
全国的に多数の標本を集める必要があると思われる
が, 回記録する 2 頭も, 前胸背が黒色の個体であ
る.
末筆ながら, 文献の入手に使宣を図って下さった
尾的俊寛氏に心からお礼申しあげる.

参考文献

尾崎俊l l , 2001 . ll・森県の甲虫類(4 ). クチキムシ科につい
て. Celastn na, (36): 53 - 72.

(埼玉県さいたま市, 芳賀 警)

0シララカハナカミキリの奥利根における記録につ
いて
シ ラ ラ カ ハナ カ ミ キリ Judotia sexmaculata

LINNt の本州における採集記録は, 早池i f山, 北ア
ルプス常念岳付近以外では極めて少ない. 講談社の
日本産ヵミキリ大図鑑においても本州における分布
は, 岩T一県, 長野県, 富山県と栃木県にのみ分布の
斜線が引かれている.
筆者は高校の生物部の先 である登石成二氏のご
好意により, 奥利根大水上山で採集された標本を所
有しているので, お聞きした情報をそえて報告す
る.

l ・  大水上山藤原山山頂付近 ,18.  VI I i960,  登
石成:二i采集.

- 19

No. l37 (Mar 2002)

藤原山は, 大水上山から一 つ平が岳よりに位置
し, 標高1,709 mである. 採集地点は群馬県 (水上
町) と新潟県 (湯の谷村) の県境であり, 両県の記
録に追加することが可能と考える. 講談社の日本産
カミキリ大図鑑で考える限り, 群馬県と新潟県から
初記録である. 登石氏によれば, ガレ場で苦戦中に
たまたま手元に飛んできたものを採集されたとのこ
とであり, 花上を探して得られたものではないとの
ことである.

(神奈川県横浜市, 大木 裕)

0越冬前のガムシの肉食の記録
ガムシHydrophitusacummatusは, 幼虫は肉食,
成虫は水草を後食するとされているが, 筆者は飼育
下における成虫の肉食を観察しているので報告す
る.

5exs., 奈良県天理市福住, 25.VI 2000, 筆者採
集.
これを,  クロゲンゴロウや金魚とともに水糟で飼
育していたところ, 11 月3 日に金魚の死体を後食
する姿が観察された. 写真でも分かるが, 本来後食

するべき水草があるにもかかわらずである.  2 日後
に金魚の死体を与えた時も同様であったことから,
偶然とは考えられず, おそらく越冬に備えて脂肪分
をi9取するのが目的であろう. なお, 残念ながらこ
れらの個体は後に全てクロケ ンゴロウに捕食されて
しまい, 越冬が成功した姿を観察できなかった.

( 奈111.県磯城郡, 長谷川儻太郎)

0埼玉県からのヒ トオビチビカミキリの採集例
埼玉県からはすでにヒトオビチビカミキリ Sybra

(Sybra) unifasciata FuJIMuRAが2 例ほど記録され
ている (いずれも大滝付; 竹内, l998, 埼玉県昆虫
誌, 3:252-276; 石蔵, 1998, 寄せ蛾記, (88): 2521-
2582 による) が,  うち 1 例はデータも示されてい
ない. 筆者は同じ大滝村産であるが1 個体を所有し
ており, 浦和市の平山洋人氏のおすすめに従い, 追
加記録としてここに報告しておくことにする.

lc?'', 埼玉県大滝村中津川林道, 5. Vm 2001, 吉
田篤人採集, 筆者保管.
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貴重な標本を恵与された稲城市の吉田篤人氏にお
礼を申し上げる.

(神奈川県立生命の星・ 地球博物館, 高桑正敏)

◇ 「渡辺泰明先生退職記念論文集」 3 月末発刊
日本鞘翅学会特別報告第 5 号として 「渡辺泰明先
生退職記念論文集」が3 月末日に発刊されます. 内
容は, 先生の経歴や著作目録および60編の甲虫を
中心とした原著論文などで, 約500頁のハー ドカ
バーになっています. 副題にNabesaniaなる先生
の愛称がっけられ, アジアの甲虫類を研究する向き
には必携の書と思われます. 価格は l 2,000円です.
まだご購入の予定のない方は, ぜひこの機会にお求
め下さい.
【問い合せ先】260-8682 千葉市中央区青葉町955-
2, 千葉県立中央博物館 斉藤明子 電子メール:
saitoa@chiba-muse.or.jp 電話: 043-265-3111.

言ト報一笠原須店生さん
12 年間にわたって本学会の常任幹事をお務
めになり,  とくにその前身である日本鞘翅目学
会と甲虫談語会との合併に当たって, 新しい体
制づく りとその後の発展に大きく i'献された笠
原 '?磨生さんが,  2001  (平成 l3) 年 9 月 29
[], 中咽頭癌の再発のために亡くなりました.
'・f年66 歳でした.
笠原さんの本来のお仕事は画業でしたが, 甲

11.類にご造請が深く,  とくにナガゴミムシ類を
中心とするゴミムシ類の研究では多くの業額を
残されました. その大多数が.aytra誌上に公
表されていますので, 会i一、lの皆様もよくご存知
のことと思います. 護んで哀t率_の意を表しま
す.
なお, 学会へのご「i献の大きさに鑑み, 甲虫
ニ ュ ースの次号を笠原さんの追 .文集に充て,
Etytraの第2 号に追f ,11論文を掲載することが,
8 月の常任幹事会で決まりました,  追t,文集の
詳細は別項でお知らせいたします.

上野俊一

◇ 「笠原須磨生さん追悼号」 の追'l車文の募集◇
本誌次号において, 笠原須磨生さんの追悼号を企
画いたしましたので, 会員の皆様から追悼文 ( o原
さんの思い出) を募集いたします. 一立原さんは, 全
国各地のたくさんの甲虫屋さんと一緒に採集された
り, また行く先々で飲みながら甲虫について語り明
かされたと伺っています. 笠原さんとの思い出やエ
ピソードをひとつでもふたっでも結構ですのでお寄
せ下さい. 表題をっけ, 分量は長くても1,400字く
らいにとどめて下さい. 写真があればぜひお貸し下
さい. 多くの方々 のご寄稿をお待ち申し上げていま
す.

第 l37 号 (2002 年8 月 )

原稿の送り先: 〒196-0012 東京都昭島市つつじが
丘2-6-22-806, 妹尾俊男あて.
e-mail: senoh@ra2.so-net.ne.jp
原稿の締切り : 2002 年 5 月末日.

◇日本報翅学会 (2002 年) ◇
<現状>

2001 年11 月9 目現在の会員数:
名誉会員 1 名,  賛助会員5 名,  一般会員 (国内)

601 名, 一般会員 (海外) 14名, 計621 名.
ｫ事務局 ・ 入会問合せ先・ 住所変更連絡先・ 退会届
先・ Elytra投稿先・ 例会問合せ先ｻ 〒169-0073
東京都新宿区百人町3-23-1, 国立科学博物館分館
動物研究部 昆虫第二研究室気付,  日本鞘翅学会宛
(tel.: 03-3364-2311 /fax: 03-3364-7104/e-mail:
nomura@kahaku.go.jp)
ｫ甲虫ニュース投稿先ｻ 〒l96-0012 東京都昭島市
つつじが丘 2-6-22-806,  妹尾俊男宛 (tel.: 042-
541 -6640 /e-mai l: senoh@ra2.so-net.ne.jp)
(入会方法ｻ 上記連絡先まで連絡 (追って入会申込書
等を送付). 大会 (11 月) の受付での入会も可能.
ｫ会費ｻ 新入会費Y1 ,000; 一般会員年会費￥6,000;
国外会員年会費y8,000; 賛助会員年会資￥10,000;
以上, 前納制. 会計年度は1 月 1 目~ 12 月 31 日.
(今年度大会問合せ先) 〒546-0034 大阪市東住
吉区長居公園 1-23,  大阪市立自然史博物館,  初宿
成彦究(代 tel.: 06-6697-6221 ・ -6222 (時間外) /
fax :06-6697-6225/e-mai l: shi yake@mus-nh.ci ty.
osaka.jp
(木曜談話会ｻ 〒110-0015 東京都台東区東上野4-
26-8, 福田ビル6F(tel.: 03-3841-4878) (毎週木曜
日, 20 : 00 ~ )
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「一i 器n l;i : :_::
M 出米たステンレス製有頭昆里

j針00, 0,1, 2, 3,4, 5, 6 号, 有頭ダブル針も出来
ました。その他, 採集, 製作器具一切豐富に取
り描えております。
〒l50-0002 東京都渋谷区渋谷 l T目7-6
振 替 00130-4-21129
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